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 「日本最古の農業高校 震災・津波から復活の取組み！地域で活躍する就農者増加に向けて」 

～志・知・技を持った就農者増加へのＶ字回復～をテーマに取組み 2年目を終える。 

各学科でこんな取組をしたら「おもしろそう」「夢がある」「将来役に立つ」など「農業をやっ

てみたい」という動機付けになり得る仮説を立て取組んだ。また，学科共通では既存のやり方だ

けでなく「フロンティア精神」でそれぞれを取組み実践してきた。 

しかし，アンケート結果から生徒・保護者の【実現度】の数値など，大きく上昇させるような

心を揺さぶる取組には至っていない。以上のことから全体を検証すると，ここまでの実践は「農

業の魅力ある授業を構築すること」で就農者を増加させるまでの成果は残念ながら出せていない

ことになる。 

だた，これまで各学科や学科共通の取組で「出来ない」ことが，少しずつ「出来る」に変わっ

てきたことは先生方はじめ生徒も実感している。新規就農者増加のテーマも「出来ない」から「出

来る」に変えていかなければならない。 

 川の急流でいきなり泳ぎ切る人はいないように，時代の移り変わりが速い中でいきなり農業経

営者として成功する人はいない。そのためにも，農業後継者育成については，国や県の支援は必

要である。また，農業の変革のこの時代，新技術の開発が次々と農業分野にも取り入れ始めたこ

とを考えると，今後の農業経営形態は大きく様変わりし，機械操作やデータ分析など新たな技術

を習得する必要も出てくるだろう。 

後継者育成も含め「未来の農業像」を視野に，農業高校としての存在意義を忘れずに今年度の

課題点を改善して来年度取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめ 
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参考資料 評価基準 
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参考資料 各学科の取組 
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